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1.序論
　保険会社は、純保険料に経費および一定の利潤を付加保険料
として足したものを保険料として契約者から受け取ることにな
る。しかしその際に、保険会社はどのくらいの利潤を受け取れ
ば、保有するリスクに見合ったものになるか、考慮する必要が
ある。そうしたリスクに見合った利潤のことをリスクプレミア
ムいう。特に損害保険では、もともと支払額のばらつきは大き
く、年度による変動幅も大きいのだから、リスクプレミアムを上
乗せした保険料を的確に算出することはきわめて重要な課題と
なっている。この課題を言い換えれば将来の支払保険金 Sに相
応する適正な保険料を与える関数(S)を定めるということ。そ
して、その定め方にはいくつもの考え方が提案されており、その
一つひとつを保険料算出原理という。
2.既存の保険料算出原理
(1)ネット保険料　
(S) = E(S)
(2)期待値原理
(S) = (1 + h)E(S) = E(S) + hE(S) (h > 0)
(3)分散原理
(S) = E(S) + hV (S) (h > 0)
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(4)標準偏差原理
(S) = E(S) + h
q
V (S) (h > 0)
(5)指数原理
(S) = CS(h)
h
= logE(e
hS)
h
(h > 0)
(6)ビュールマン均衡価格
(S) = E(Se
Z)
E(eZ)
= E(S) + Cov(S;e
Z)
E(eZ)
( > 0)
(7)エッシャー原理
(S) = C
(1)
S (h) =
E(SehS)
E(ehS)
= E(S) + Cov(S;e
hS)
E(ehS)
(h > 0)
　
3.研究の成果
　本研究ではSとＺ－Ｓが独立でない（つまり、Sは市場のその
他の保険と相関がある）と仮定した場合の保険料算出原理を考
える。
まずは次の二つの仮定をおく
仮定 1市場全体の正味の保険Zは正規分布N(Z ; Z)に従う
仮定 2保険 Sに対して、標準正規分布に従うある確率変数 V が
存在して、
S = F 1S ((V ))という関係があり、ZはＶと相関のある、
ある確率変数 Y によってZ = Y + cV (cは正の定数）と書ける。
この二つの仮定をビュールマン均衡価格にあてはめる。(Y; V )は
二次正規分布、V は標準正規分布従う。
(Y; V )は二次正規分布に従うので (Y; V )  N
 0@ 
0
1A0@ 2 
 1
1A!
　
と書けば; Y + cV は正規分布に従うので、
Y + cV  N(; 2 + 2c + c22)となる。
（はＹと V の相関係数）
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(S) =
E(SeZ)
E(eZ)
=
E(Se(Y+cV ))
E(e(Y+cV ))
=
RR
 1<x;y<1 F
 1
S ((y))e
(x+cy)f(Y;V )(x; y)dxdy
exp(+ 
2(2+2c+c22)2
2
)
となる。
h = +
2(2 + 2c + c22)2
2
とすれば、
(S) = e h
ZZ
 1<x;y<1
F 1S ((y))e
(x+cy)f(Y;V )(x; y)dxdy (1)
となる。
　
4.考察
S が市場のその他の保険と相関がある場合の保険料算出原理
の一般式は (1)式となった。エッシャー原理は、均衡価格をも
とに発想されたものであるが、それに付加した独立性の仮定の
ため、エッシャー原理は均衡価格になっていない。したがって
エッシャー原理を均衡価格の一種ととらえることはできない。し
かし (1)式は独立性の仮定を付加しておらず、均衡価格の一種とと
らえることができる。またエッシャー原理において、SとZ Sが
独立ということは直感的に、全てのリスクの合計 Zに対し Sは
十分に小さいというものであるが、(1)式は SとZ   Sに相関が
あるので、そうとは言えない場合の算出原理といえる。　　
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